2016年度事業報告書
2016年4月1日から2017年3月31日まで

NPO法人アジール舎

１.2016年度の活動総括
2016年度の最も大きな事業は、ころぽっくるの家１階プレイルームと職員室（事務室）を増改築（約50㎡）したことです。これは、2012年の児童福祉法改正によって創設された学齢期の放課後等デイサービス（1日定員10人）を新たに始めたことにより、療育スペースが手狭になったことによるものです。
工期は、6月14日上棟式から9月12日引き渡しまでの約3カ月間でしたが、休館日は8月7日から16日までの9日間だけで、療育事業はできるだけ休まずに並行して行いました。
法定事業（児童デイころぽっくる）については、専門性の高い療育支援員の安定的な確保などに多くの問題がありましたが、利用児のニーズや多様化はますます広がってきています。さらに宇治市における「障害児相談支援事業所」の位置づけが、従来の独自性から国制度に沿う形になりつつあり、相談支援事業所ぴりかの業務が増大しつつあります。
自主事業については、別棟長屋（ころぽっくるの家本館裏側）にフリースペースすぷりんぐを整備し、親子塾と地域の子どもたちの自遊空間としました。2016年度は室内の改装等ハード面を中心に整備し、次年度から本格的運営に取り組むこととしました。
会員数66人。通信4回発行。

　
２．事業実施報告
（1）児童デイころぽっくる（児童福祉法 法定事業）
	事業名
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	児童発達支援

ころぽっくる
	・本館1階の増築と改装を実施。
・開所日火～土（週5日）曜日に変更。1週間をとおして、一貫性のあるグループ構成を実施した。
・アジール親会（隔月）を実施。モニターでの療育観察や、子どもの育ちについて親同士の共有する時間を設けた。
・6月に教育委員会より赤野秀実指導主事を招いて、就学オリエンテーションを実施。年間を通して継続した面談等の支援を行った。
・就園については、園選びの段階から保護者の相談にのりながら、園見学や園長や支援コーディネーターとの面談にも同行し、入園サポートを実施した。
・7月に夏祭りを開催した。その際に、座談会「たべるってなあに？」を行い、食に関するあれこれについて大阪キリスト教短期大学の教員で管理栄養士でもある、山崎圭世子先生を招いて実施した。
・12月と1月に施設見学会を実施した。

・京都府療育指導者連絡協議会幹事会に参加した。

・宇治市就学指導委員会に参加した。

･宇治市早期療育ネットワーク会議に参加した。
	（A）火～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）10人
（非常勤・パート職員含）


	（D）幼児

（E）35人

（宇治市35人）
（F）1割負担

	放課後等デイサービス
はらっぱ
	・開所日火～土（週5日）曜日に変更。1週間をとおして、一貫性のあるグループ構成を実施した。
・土曜日（学校休業日）は、“ことば”［表現］、“つくる”［製作］、“たいけん”［探検］を軸にした学校休業日ならではの療育内容に取り組んだ。
・10月に宇治市総合福祉会館にてはらっぱ祭を開催した。紙芝居、大道芸、ゲーム等、親子で楽しむ機会となった。参加者100人。
・1月に宇治市通級指導教室連絡会議を開催。市内の小・中学校の通級指導教員と教育委員会の先生が来所。施設見学と事業内容の説明、教育と福祉の連携の視点からの意見交換の機会となった。
・市内放課後等デイサービス事業所会議に参加した。
	（A）火～土曜日

（B)ころぽっくるの家

（C）13人（非常勤・パート職員含）


	（D）小学生・
中学生
（E）69人

（宇治市65人、
京都市2人、　城陽市1人、
大津市1人）
（F）1割負担

	保育所等訪問支援

子ども訪問ころぽっくる
	・神明小学校へ訪問支援を実施。
・療育に通所する利用児以外の児童への支援に初めて取り組んだ。
・療育事業はらっぱと相談支援事業ぴりか間で訪問実施に向けて連携し、行政、教育（学校）、保護者との調整等を図りながらの開始となった。
	（A）火～金曜日
（B)園、学校へ訪　問
（C）1人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）2人

（F）1割負担


（2）子ども発達相談支援室 ぴりか（児童福祉法 法定事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	・ころぽっくる（児童発達支援）とはらっぱ（放課後等デイサービス）に通所している利用児の切れ目のないモニタリングと、サービス等利用計画の作成、面談を行った。
・ころぽっくるとはらっぱ新規利用児へ家庭訪問を実施した。
・療育事業と連携しながら、子どもの育ちや家庭不安についての基本相談を行った。
・府が保健所で実施している、発達支援クリニック受診に同行した。
・家庭支援が必要な療育利用児保護者について、宇治市社会福祉協議会の相談員と連携を図った。
・宇治児童相談所や宇治市地域子育て支援基幹センター、相談支援センターが召集するケース会議への参加や適宜連携を図った。
・宇治徳洲会病院の医療ソーシャルワーカーとの情報収集と連携を行った。
・山城北圏域自立支援協議会と宇治市自立支援協議会に参加した。
	（A）火～金曜日
（B)ころぽっくるの家
（C）3人（兼務）

	（D）幼児～小学生・中学生
（E）107人
（F）無料


（3）アジール心理発達相談室（自主事業）
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数
（F）利用料

	・児童デイころぽっくるや親子塾と連携を図りながら、親子支援を実施した。
・子育てや家庭不安についての相談を行った。
・児童デイころぽっくる利用児への発達検査を実施した。
	（A）火～木曜日

（B)アジール心理発達相談室
（C）2人（兼務）
	（D）幼児～大人
（E）22人
（F）1,000円/回


（4）すぷりんぐ（フリースペースすぷりんぐ/アジール親子塾）（自主事業）　　
	具体的な事業内容
	（A）実施日

（B）実施場所

（C）従業者数
	（D）対象

（E）人数

（F）利用料

	・親子塾では14人の子どもたちで出発し、アジール心理発達相談室と連携し、教育相談（定例年3回）を実施した。
・8月にフリースペースすぷりんぐ開きを開催した。「創る、学ぶ、相談する」を柱に活動を開始した。
・「社協だより」の取材を受けた。10月号に掲載された。
・11月から月1回のペースで「子育て土曜セミナー」を開催した。
・3月に春のお楽しみ会を開催した。子どもとすぷりんぐスタッフ、龍谷大学の学生ボランティアと一緒に、ステージでの発表やキーホルダー製作などをして楽しんだ。
	（A）火～金曜日

（B)フリースペースすぷりんぐ
（C）5人


	（D）小学生～
（E）20人

（F）1,500円/回、1,000円/月


　
